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1　 幼少の こ ろ

　　札幌市の 南 に ある 月寒 （ツ キ サ ッ プ ：ア イヌ 語で 崖の ある とこ ろ の 意 ）に 住ん で い た 。

学校か ら帰 る な り、夕食時 まで 近所の 友達や 野 良犬 と群れ て遊ん で い た 。 寝る前に セ ミの

幼虫を蚊帳に 引 っ 掛 けて 、 早朝に脱皮 を観察 し 、薄緑の 妖精の よ うに 美 し い 体表が 墨色に

変 わ っ て 行 く様子 を見て い た 。 お祭 りで 買 っ た望遠鏡で 空を見て い る うちに北斗七星の う

ち
一

つ が 二 重星で あ るこ とを見つ けた の が 自慢で あ っ た 。 算数で は 99 を覚えるの が 苦手

で 苦労 した 。 教室の 壁 に貼 っ て ある 99 の 表の 9 の 段 に対称性が あ るこ とに気づ き先生 に

理 由を質問 したが 答 えて もらえなか っ た 。 2 × 9 ＝ 18 と 9 × 9 ＝ 81の 1 の 桁 と 10 の桁が

反対にな っ て い る 。 3 × 9 − 27 と 8 × 9 − 72 もそ うな っ て い る 。 以下 同様 。 また 、 先生が 、

理科の 時間に 重 い もの も軽 い もの も同時に 落ちる と教え た ときに 、 2 個の 石を軽い ひ もで

結ぶ 思考実験 を考え つ い て 報告した 時に も無反応だ っ た
。 今に して 思 うと

、 観察力に 優れ

た もの が あ っ た気が す るの で 、 数理科学分 野に 進ん だ の は よ くなか っ たか もしれ ない
。

　　私の 父 は 、勉強 を勧め な い 妙 な父 親だ っ た 。 「勉強 して い い 成績 をとるの は 当た り前

で 、 しな くて もい い 成績 を取れ る よ うで な い とい け な い 」 とい う。 本気に して 散 々 な 目に

会 っ て か ら、もっ と現実的に なろ うと父の 言 うこ とを割 り引 くこ とに した 。 父か らは 府立

五 中 の 同級生 だ っ た 久保亮五 先生 の ゴ ム 弾性 ［1］の 話 し を食事中に 聞い た 。 今思 い 出 して

も、ほぼ 正確だ っ た と思 う。 岩波か ら出版 され た 湯川秀樹編 の 「科学の 学校 」 ［21が置い

て あ っ たの で 読ん だが 豪華装 丁 だ っ た こ と以外に は覚えて い な い
。 電気の 実験をするの が

好きで
、 強い 電磁石を作ろ うと コ イル を夢中で 巻い て い た

。
モ

ー
タ

ー
も幾つ 作っ た か分か

らな い
。 時計 を分解 して もとに 戻せ な く親に 叱られ た 。

　
＊

本稿は、編集部 の 方か ら特 に お願 い して 執筆して い ただ い た記事で ある 。

　 †elnail ： ahosoya ◎th．phys．titech．ac ．jp
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　　こ う書 くと理科少年だ っ た よ うに 思わ れ るか もしれ ない が 、 実は 遊ん で い る と き以外

の ほ とん どは 、父 が 買 っ て 来て くれ た 日本 と世界 の 歴史 、 ギ リシ ア神話 、 古事記 、 聖書 、

ジ ャ
ー タカ物語 、 北欧 と東欧 の 民話や 八 杉竜

一
さん の 子供向 きの （ア ウ ス トラ ロ ピテ ク ス

発見寸前 まで の ）考古学の など を父の 机 に か じ りつ い て何 時間も読み ふ け っ てい た 。 裏に

住ん で い た 、 西洋史の 堀米庸三 先生が それ を 目撃 して 、 よ く勉強す る と褒め られ た こ と も

ある 。 父 の 書斎が 好 きだ っ た 。 母が 清潔 に掃除 した畳の 部屋で 、 薪 ス ト
ーブが い い 香 りを

させ なが ら心地 よ く部屋 を暖め て 、その 上 に置か れ た薬缶が シ ュ ン シ ュ ン と湯気 をあげて

い た 。 手作 りの 本棚 に は洋書 ・和書が 整理 され て 置か れ て い た 。 ド イツ語 と英語 の 本では

背表紙の 向 きが 反対で 、父が 題名 を見 る とき首 を傾け直 して い る のが 面白か っ た 。 フ ラ ン

ス 語 の 本 は ペ ーパ ーナ イ フ で 頁 を切 りなが ら読 む の で 少 し膨れ て い た 。

　　そ の 本棚 に 、 朝永振
一
郎著の 「量子 力学的世 界像」が あ っ た ［3］。 父の 大 きな椅子の

端 に腰 掛けて 読ん だ 。 量 子力学の 世界が 裁判仕 立 て の 話に な っ て い る 。 被告で あ る波乃

光子が 、ど ちらの ドア か ら部屋 に 入 っ たか 、と裁判官 に訊か れ て 「両方 を通 りま した」と

答える話で あ る。不思議 の 国 の ア リス よ りも妙ち くりん な話で 、さ っ ぱ り分か らなか っ た

が 、何や ら記憶 に残 っ て し ま っ た 。

　　将棋 は父や先生 よ りも強か っ たが 、停電時に 風 呂の 中で した闇将棋な る もの は嫌だ っ

た 。 5 − 5 歩など と 言い なが ら将棋盤 を空で 暗に なが ら指すの で あるが 。 桂馬や 角筋が ず

れ て し ま う。 チ ェ ス は教えて くれ た ド イツ 文学の 小栗浩先生 に一
回 目か ら勝 っ て し まっ た 。

　 また 、 政治問題に も関心が あ り、 当時私の 住ん で い た豊平町 と札幌市の 合併問題で 大荒

れ に荒れ て い た 町議会を傍聴 に行 っ て つ まみ 出 され た こ と もある 。 市電が 坂 を登れ ない の

で メ リッ トが 無い とい う理 由で 私な りに 反対 して い た 。 その 後、合併を果た して 、 今で は

地下鉄の 終点 に札幌 ドーム が ある 。 中学 2 年か ら父の 転勤 とと もに 仙台 に転校し 、 そ こ で

将来結婚す る 女房に 出会 っ た 。

2　 学生 時代

　　高校
一

年生 の 時に 、東京の 友 人か ら手紙が 来て 「素粒子論が 面白い 」と、湯川 中間子

論か ら朝永の 繰 り込み理 論の こ とを書い て きた 。 今振 り返 る と生煮 えの 解説だ っ た と思 う

が 、 世の 中に は真実の 発見が まだ あ るの だ と知 り新鮮 だ っ た 。

　　 その 時 まで は 、私は 国連で 国際平和の ため に働 きた い と考 えて い て 、その た め の勉強

を心が けて い た 。 原 稿用紙 400 ペ ージの 「国際平 和 と民族 主義」とい う題 名の 大論文を

書い て 夏休み の 自由研 究に した の は 、 中学生 の 時だ っ た 。 しか し 、 次第に現実の 国連 とい

う組織で は 日本国の 枠 を離れ て 活動する こ とは 難 しく、戦後 日本の 外交の 基本が対米追随

で あ る と理解して か ら、国連で 働 くこ とか ら心が 離れ つ つ ある時だ っ た 。 また 、 物理 学の

分野が 文系の 分野 よ りも個人の 仕事に 対する評価が 客観的で あ り、と くに 理論物理学は リ

ベ ラル な業界で あ る らし い と書 い て あ るの で 、進路 を文系か ら理系に転換す る こ とに し
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た 。 父親は 、私 の 頭が 数学向きで な い とブ ツ ブ ツ 言 っ て 心配 して い た 。 父は私が 何か の 専

門家に な る よ り、教養豊か なジ ェ ネラ リス トに なる 方を望ん で い た よ うに思 う。

　　部活 で は生物部 に所 属して い て 、ゾ ウ リム シ の 泳ぐ速度 を測ろ うと悪戦苦闘して い

た 。 結局 、水の 表面 張力の ため に
一
次元的な水路 を作 る こ とが 出来ず失敗 に 終わ っ た 。 来

る 日 も来る 日も、ゾ ウ リ ム シ は 身を翻 して顕微鏡の 視野か ら出て し まうの で あっ た
。 忍耐

が 続か な くな っ て 、部室に 張 り渡した 綱に 巻き付い て い る蛇が い や に な っ た 友人と
一
緒に

罷めて し まっ たの は
、 よ くなか っ た 。 仙台

一
高の 生 物部は オ リジ ナル な研究で 有名だ っ た

の だか ら 。 その
一

つ は 、 蚊 を大量 に飼 っ て 、い ろ い ろ な殺 虫剤で殺 し、死骸 の 足の 角度 と

殺虫剤の 種類 との 関係 を示す とい う画期 的な もの で ある 。 私 に は 実験 をす る工 夫 と熱意 、

粘 りな どが 欠 けて い た の だ ろ う。

　　大学に合格した と分か っ た時点か ら、物理 、天文 、生 化学の どれ か をし よ うと思 っ て 、

か な り気合い を入れ て 勉強 して い た 。 三鷹寮 とい う雑踏か ら離れ た環境で 、物理の 勉強 と

ドス トエ フ ス キ
ー

を読 むこ とを交互 にす る とい う、少 し危ない 生活 をして い た 。人生は
一

度 しか ない と強 く思 っ て い た青春だ っ た 。 特に 、

一
年生 の 力学の 授業が 、 ラ ン ダ ウ　 リフ

シ ッ ツ の 教 科書 をベ ー
ス に した もの で 、作 用原理か ら始 ま っ た の で 、「大学 に来た の だ 」

とい う感慨が涌い た 。 また 、デ ィラ ッ クの 「量子力学の 原理 」 ［4］をみすず書房の 縮小版

で読み 、は じめ て の 洋書 と格闘し た 。 そ の こ ろ は 、演繹的な トッ プ ダ ウン の 物理 に 強 く引

か れ て い た よ うで 、 物理 に 行 くの な ら素粒子 と思 っ て い た 。 熱力学の 奥深さなどは分か ら

ない 青二 才だ っ た 思 う。 天文学と分子生物学に つ い て 興味を持ち続けて い たが 、 物理 を勉

強 して か ら機会が あれば戻 っ て み よ うと思 っ た 。 多分 、 物質の 根源 、 宇宙の 始 まり、 生命

の 起源 とい う哲学的な動機が 潜んで い た の か もしれ ない 。 若い こ ろは 、人 生
一
度限 りとい

う気負い が ど うして もある 。

　　物理学科 に進学 して か らは 、優れ た友人の 影響 も大 き くそ れ まで の つ ん の め っ た考

えは 少しつ つ 修正 され て 行 っ た よ うに 思 う。 量 子力学の 勉強 には と りわ け力を入れ て 勉強

したが 、高木伸 さん の 丁寧 な もの の 考 え 方に 影響 され て 、東大の 物理 に はび こ っ て い た

「計算で きれ ば よ い 」 とい う考え方 に は疑 問を持 ち始めた 。 とは い え、大学院入試 もあ り、

し ゃ に むに 問題 を解 くこ とは続 けて い た 。 数式 に つ い て の 見通 しを つ け る能力を養 う意味

で は正解だ っ た と も思 う。 こ の 点で は 、今で も学生 に 負けない つ もりで い る
。

　　 こ の こ ろ 、
ハ イゼ ン ベ ル グが 来 日し 、 東大本郷の 安田講堂で 講演を した の で 聞 きに

行 っ た 。 冒頭、「現代物理学は デ モ ク リ トス 的で あ る と い うよ りは ヘ ラ クレ イ トス 的で あ

る 。 」と切 り出 した の で面食ら っ た 。 さらに 、 「理 論物理 学は 、 ギ リシア 哲学に その 起源を

持 つ はず なの に 、 その 素養 を持 た ない 湯川 、 朝永 などの 優れ た理論物理学者が 日本か ら出

て い る こ とを理 解した くて 日本に来た 。 」と言 う。 今に して 思 うと 、 山本義隆さん の 「磁

力 と重力」 ［5］にあ る よ うに 、近代科学の 源は ギ リシ ア哲学だ けで は な く中世ヨ
ー

ロ ッ パ

の 魔術師や 日本の 匠た ちで もあ っ たの だ と 、 答えられ る と思 う。
ハ イゼ ン ベ ル グ には 不確

定性 関係 に は 疑問を持 っ て い たの で 、 その 話 しを して もらえ る と期待 して い た の だ が 。

　　母が 大学で 何の 勉強 をして い る の か と聞い た の で 「量子力学」 とい うと 、近所の 奥
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さん達 に 「うちの 息子 は 、 大学で
“

良識科学
”
を勉強し て い ます 」と吹聴して い るの には

困 っ た 。 案外 、 良い ポ イン トだ っ たか も しれ ない
。

　　教室談話会で は超伝 導、不完全性定理 など最新の 話題が 紹介 され 、
い つ も胸の 高鳴る

思 い をして い た 。 物理 学が 大 き く発展 して い た 時代 で 今 とは だ い ぶ 違 っ た 。

　　 5 月祭で は 、将来理 論的研究 をす るつ も りだ っ たの で 実験 の デ モ をした 。 3年の と き

に は ESR で 4 年で は超流動 を して 観客 とと もに 楽 しんだ 。
　ESR の 方は 霜 田先生の 学生 時

代の 製作 、超流動の 実験の た めの デ ュ ア瓶は今 の 天皇が 10 代 の ときに 物理に 興味 を持 た

れ た の で近角総信先生が 見易 い よ うに大 きな窓を付けた もの をお借 りした の で 自分た ち

で 実験 した とは 言い が た い か もしれ な い
。 蛙を液体窒素に浸けすぎて 死 なせ て し まっ たの

は悔 い が 残 っ た 。 他 の グル
ープで は量子 力学で の EpR の 議論 を し 、 蛙の 筋 肉の 実験 を し

て 、本当の 意味 で 工 夫が あ っ た と思 う。

　　当時の 大学院入試には 、 物理の 他に 第二 外国語 と数学が あっ た
。 物理 は何 とか な っ た

の だが 、 その 年の 数学の 問題に 不等式が 多 く出題 され た の に は参 っ た 。 私は 、 性格が 甘い

た め か まと もな不等式 を証 明で きた こ とが 無 い
。 ど うで もい よ うなゆ る ゆ るの 不等式 しか

導けな い
。 口頭試問で 久保亮伍先生 に 、 数学が 不得意で 素粒子論が 出来 るの か 聞か れ たの

に は 困 っ た 。 今で も数学 は苦手で あ る 。

　　 その うちに 、 大学紛争が全 国的 と い うよ りは全世界的に広が り、 私 自身 もベ トナ ム 反

戦デ モ に 加わ っ た りして 、勉強
一

辺 倒か らす こ し外れ て 行 っ た つ も りだが 、周 りか ら見 る

とそ うで なか っ たか もしれ な い
。 場の 理論の 教 科書だけ は、学部 の うちにほ ぼ読み終 わ っ

て い た 。 安田講堂攻防戦が 終わ り、 ス トラ イキが 終結 した と きの クラ ス 代表の
一

人 に な っ

て 、久保亮五 先生 を交渉相手 に した と きに は 身の 縮 まる思 い で あ っ た 。 卒業は一
月遅れて

5 月に な っ た 。

　　 M1 の うちは 、 統計物理 学分野の 北原和夫君 た ち と 自主ゼ ミをし た り、 物性研 の 鈴木

増雄 さん の と こ ろ に 出入 りした りで
。 他の 分野 との 交流 に は仕切 りを感じな くな っ て い

た
。 素粒子論の 方は

、 物理 学会か ら出て い た論文選集を友人と読み なが ら計算をフ ォ m 一

し て い た 。 しか し なが ら 、 当時は S 行列理論が 華 やか な時で 、 素粒子理論が深 い もの とは

思 えな く不 満が あ っ た 。 仙 台の 中学で の 同級生 と学生結婚 を して 、 気分が 変わ っ た こ と も

あ るの か もしれ な い が 、 真剣に分野 を変えて 留学 し よ うと思 い
、 恒星 の ダ イナ ミク ス の勉

強 など をは じめた 。 1969 年に ワ イン バ ー
グ サ ラム 理論が あ らわれ 、 トフ ーフ トの ヤ ン

ミル ス 理論 の 繰 り込み 可能性の 証明が 現れ て情勢は
一

変し、息子が生 まれ た こ と もあ り素

粒子分野に戻 る こ とに した 。 しか し 、仲 人 を引 き受けて 下 さっ た指導教官の 山口嘉夫先生

と奥様 は大変心配を され て くだ さっ た 。 ち ょ うど 、D2 の と きに 、大 阪大学の 内山龍雄先

生か ら D2 に限 る とい う奇妙な公 募を見つ け た 。 西 島和彦先生が 推薦状 を書い て 下 さ り、

辛 うじて 職 に あ りつ い た 。

　　大阪 に行 くときに 父が贈 っ て くれた マ ッ ク ス　ウ ェ
ーバ ーの 「職業 と学問 」 ［7］を読

ん だ 。 要する に、学者が職 を得るの は 全 くの 僥倖 に よるの で 心が けが 良か っ たわ けで も何

で もな い
、 とい うこ とが ポ イ ン トだ っ た ら しい

。 これ は 、今で も職を得た幸運な研究者が
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心す べ きこ とで ある と思 う。 私 も父に 倣 っ て 、 若い 有望な人が 就職 した と きに 「職業 と学

問」を贈 る こ とに して い る 。

3　 大阪大学時代

　　ゲ ージ理論が 素粒 子理論の 中心的な理 論に な りつ つ 、興奮す る時代で あ っ た 。 拘束系

の 正 準理 論。 経路積分 、 繰 り込み群 と漸近 自由 、 イ ン ス タ ン トン など現在 の 場の 理論の 基

本的な道具は揃 っ た と思 う。 その 中で 、阪大の 中に理論 を深 く理解 してい る 人た ちを知 り

得たの は 、私の 人生に と っ て 大 きなこ とで あ っ た 。 内山先生 と砂川重信先生 の 理解の 透徹

度は 、 到底東大の 先生達の 及ぶ と こ ろで は無か っ た 。 今 は い ずれ も故 人とな られ たが 深 く

尊敬 申し上 げて い る 。 内山先生 に つ い て は
、 その 豪傑ぶ りが 語 り継が れて い るが 、 自費出

版で 「龍雄先生の 冒険」に 逸話をまとめ た の で 読 まれ る と爽快 な気 分で 勉 強で きる と思

う。 また原子核実験 の 杉本健三 先生 の 「理論屋 は 信用 で きな い
。 特に これ こ れ は不可 能と

い うと きに は 全 く信用 しない 」の 言 葉はい まで も健全 な実験屋 を見分 ける時の 指針 に して

い る 。

　　内山先生 は 、 相対論の 大家 として 知 られ て い るが 、休み 時間の 話題 は む しろ EPR パ

ラ ド ッ クス だ っ た ［6］。 当時は 素粒子 的世 界観に ど っ ぷ り浸 っ て い たの で 、 その 意義 もわ

か らず未熟だ っ た 、 と反省 して い る 。 特 に 、ず っ と後に な っ て ウ ィ
ー

ラ
ーが EPR パ ラ ド ッ

クス に拘わ っ て 、量子情報理論の ゴ ッ ドフ ァ
ーザ ーで あ っ た こ とを知 っ て み る と 、 ウ ィ

ー

ラ
ーに招待 され て プ リン ス トン に 留学 され た 内山先生 が 影響 を受けた こ とは 間違 い ない

の で 、惜 しい 機会 を逸 した と思 っ て い る 。

　　着任 して 3年立 っ て か ら 、 イギ リス の イ ン ペ リア ル カ レ ッ ジ に 留学す る 。 英語に 苦労

するな ど よ くあ る体験 を したが 、大 きなこ とは相対性理論の 分野で 曲が っ た空間の 場の 理

論の 研究が ア イシ ャ ム らに よ っ て 盛ん に され て い た の で それ を勉強するこ とに した 。 それ

は 、 日本に 帰 っ て か ら も続けられ 、 ある 意味で 今 も続けて い る 。 阪大時代 は吉川圭二 さん

との 議論が 楽 し く、教養学部の 方に入 り浸 っ て い た 。
い わ ば 、フ ァ イ ン マ ン 的に 自由か つ

真剣な物理 の 精神は受け取 る こ とが 出 来た と思 う。 吉川 さんか らは 、 熱力学は 気体分子運

動論 よ りも基本 的なもの で あ る こ とを教わ り、 朝永先生が 「物理学 とは何 だ ろ うか ？」で

熱力学 に拘 り続け た理 由が 少 しだけ 垣 間 見えた 。

　　素粒子論ば か りで な く、 量 子ホ ー
ル 効果や ア ン ダ ー

ソ ン 局在 など の 物性理 論の勉 強 も

して 、文献紹介の 会の 時 には 主に物性研究の 紹介をして い た 。 全然ちが う根拠か ら同じ現

象を説明して い る こ とが 気にな っ て その あた りを紹介した つ もりで ある 。 また 、 佐藤幹夫

先生が 京都の 数理解析研究所で 月末の 土曜日に開い て い た可積分系の セ ミナ ーに 、 阪大の

伊達悦郎さん 達の 紹 介で 参加 した 。

一
年 も立た ない うちに 、数学者達 の 具体例 を一

般化す

るパ ワ
ー

に 圧 倒 され落後 した 。 佐藤先生 の エ ネル ギ ー と食欲だけは よ く覚えて い る 。

　　実力の 整 う前 に講師に して 頂 い た の は 有 り難か っ たが 、 すぐ量子力学 と一
般相対性理

論の 授業を持つ こ とに な っ たの は大変だ っ た 。 今に して思えば 、内山先生の 特訓だ っ たの
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だ と思い 有 り難い 感謝の 気持ちで い っ ぱ い で ある 。 教育上の こ とで 今で も踏襲 して い る こ

とが あ る 。 試験 の 点数は 10 点刻みで採点し部分 点は つ け ない こ と、博士 論文の 講評は 徹

頭徹尾主 観で 書 くこ となどで あ る 。 た だ し
， 真似 して い な い こ と もあ る 。 入試 の 採点の お

手伝い をした と きに 、朝の 採点の 始 まる前 に模範解答 を家 に 置 き忘れ て 来たの で す ぐに 作

れ と言われ た 。 採点 開始まで に 時間 もない の で ヒ ヤ ヒ ヤ しなが ら作 り、こ ん な もの で し ょ

うか 、 と差 し出 した ら胸の ポ ケ ッ トか らご 自身の 解答を出 して 比 べ て 、 「よ し、合 っ て い

る 」と仰 っ た 。 こ の よ うな他人 を試す よ うなこ とは す る ま い と、その 時に 思 っ た 。

　　内山先生が 停年退官の 折 に 、ご 自身の 「ゲ ージー
般理論」に つ い て 語 り、 日本人が 十

分評価しなか っ た こ と を嘆かれ た 、 とい うよ りは 吠えられ た 。
こ れ は身に こ たえた

。 もっ

と 、日本の 研究者は 自分の 仲 間の 業績 を広め る べ きだ ろ うと思 う。

　　 2 年間教授 職は 空席に な り学生の 指導は 助教授の 私 に か か っ て 来た 。 後任の 吉川圭二

さん は 旧知で 尊敬 して い る人 だ っ たの で ホ ッ とした 。 彼が 意外に も有限温 度の 場の 理 論 を

テ
ー

マ に し よ う、 と い うの で 阪上君 とか つ て 気に な っ て い た 「久保公式」を場の 理 論的に

計算 する こ とか ら始め た 。 摂動計算 をする と発散す る の で 困 っ たが 、 ある シ リ
ーズ を無限

次 まで 足 し上げ る と有限 に な り、輸 送 方程 式の 結果 と関連が つ い て嬉しか っ た 。 非平衡過

程 につ い て は ド素人だ っ た の で 当時静 岡大に い た北 原 君に教わ っ た 。 とん で もな く広い 分

野で あ り 「久保公 式」の 含蓄の 深 さを知 り、浅学に 冷や 汗 をか い た 。

　　 相対論か ら宇宙論 に も興 味 を持 っ て勉 強して い る うちに 、佐藤勝彦 さん の イン フ レ
ー

シ ョ ン 宇宙論 の 講演 を基礎工 学部の セ ミナ ーで 聞 き、こ れ はす ご い と思 っ た 。 そ の 後に 、

研 究の 重心 を宇宙論 に 移 して 行 き 、 基礎物理学研 究所で の 重 力 の 研 究会 に 参加 させ て 頂

くよ うに な っ た 。 その 中で も広島大学理論物理学研究所の 成相秀
一
先生に は可 愛が っ て も

ら っ た 。 そ の こ とが 、 そ の 後 、 理論研 に 行 くきっ かけ に な っ た の だ と思 う。 ちょ うど 、 吉

村太彦 さん の 宇宙の バ リ オン 数など素粒 予物理学の 方か らも宇宙論 に興 味 を持 つ 人た ち

が 増 えて 来 た 。 今は増 えす ぎた気 もするが 。 阪大時代の 終わ りこ ろ 、 当時岡山大に居た父

に 、「文系を嫌 っ て物理 に行 っ た よ うだ が 、 哲学とあ まり違わ ん よ うだ な 」 と言われ て し

ま っ た 。

4　 理論物理学研 究所時代

　　広 島大学理 論物理 学研究所に は素粒子論で は な く、 宇宙理 論の 教授 として 赴任 したの

が 両方の セ ミナ
ー

に 出る はめ に な り頭が 疲れ た 。 しかし 、独学だ っ た 相対論と宇宙論を本

格 的に勉強で きた の は 有 り難か っ た 。 富田憲二 さんや 佐々 木節さん に 感謝 して い る 。

　 ただ 、 量子 力学 に は惹か れ 続 けて い た の で 、中尾君 と 3 次元量子字宙論 に つ い て 気 に

い っ た仕事が で きた 。 トー
ラ ス 宇宙の 形の 空間の 量子 力学を完全に解 い た 。 そ の 幾何 学に

つ い て は 、当時名古屋大学に い ら した砂 田利 洗 生 に お世話に な っ た 。

　　学生 た ちは溌剌 と勉強 して い て 、研究所は極めて 活発だ っ た
。 木村利栄先生の 学者 ら

し い 暖 い お 入柄 と 、 藤 川和男 さん の 学問に 対する厳しい 姿勢 とすべ て が 旨 く廻 っ て い た 。
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国内外の
一

流の研 究者が 、交通不 便の とこ ろ に も多数来て い た 。 私は 、脳 科学 、パ ターン

形成 、 数学など 異分野 の 人 を多 く招い て 話し をお 聞 き した 。 川崎恭治先生 か らお聞 きし

た 、九州大学に 残 る八 幡 製鉄に よる 「黒体放射」の デ
ー

タの こ とが鮮烈に思い 出す 。 プ ラ

ン クが 持 っ て い た もの よ り優れ て い た そ うだ 。 別 に 当時の 九大の 物理 学者の 能力云 々 す る

よ りは 、 プ ラ ン クが 実験家 と密な コ ン タ ク トを取 りつ つ 実験に 合 うよ うに 理論 を変 えて 間

違 っ た論文 を 4 つ 書 くとい う格闘 を した こ とと 、ただデ ータ を
一

度見る こ との 違い なの で

ある こ とは
、 後で 東工 大の 科学史家か ら知 っ た

。

　　外国人研究者の 場合に は 、 希望 に応 じて 平和記念資料館 に案内を した 。 そ こ で 展示さ

れ て い る もの の 無言 の 説得力 と外国か らの 客との 議論は 、核兵器 に つ い て の 私 自身の 考え

も大 きく変 えて 行 っ た 。 「日本 人は復讐す る気は ない の か」 など意外 な 質問に は 、 「ない 」

と答 え る だ けで は卑怯 で ある と知 りつ つ も返事に 窮 した 。 後に富 田憲二 さん か らお借 りし

た理論研初代所長 の 三 村剛昴先生の 遺稿集 「科学者 と平 和 」に あ る 、「ア メ リカ 人 よ りも

精神 的 に偉 くな る こ とを もっ て 、仕返 し とす る」考 えに は とて も当達で きなか っ た 。 三村

先生ご 自身広 島で 被爆され て 、
一

時期は地獄の 苦 しみの 中で 死ん で 行 っ た 同胞の ため に 復

讐の 方法を 日夜考えた と、そ の 遺稿集に は書い て あ る 。

　　理論研 の 図書館 はみ ご とな もの で 、宇宙 、 天 文学 、素粒 子、数学 など古典が み ご とに

揃 っ て い た
。 宿直の 夜には 天 文学の 本を読み ふ けっ て 小惑星探査など勉強して い たが 、最

近 「はやぶ さ」で 実現 したの に 驚 い て い る 。 私が 考えたの は イカ ロ ス に飛び 乗 り太陽に 接

近 す る ア イデ アだ っ たの だが 。

　　その うち基 礎物理 学研究所 と京大基礎物理 学研究所 の 合併話しが 本格化 し 、 嫌が る藤

川 さん を皆で 所長に して 本拠の 研究所 に い て 貰 い
、 私が 交渉係で 京都 との 間を往復す るこ

とに な っ た 。 基研の 所長は頭 の 上が らない 西島先生 なの で 極め て や りに くか っ た の だ が 、

理論研側の 要求は し っ か りさせ て 頂 い た つ も りであ る 。 先生 は 、 約束を
一

言 も違わずに 誠

実 に実行 して くだ さ っ た 。 実務 を担当 した 京大側の 対応は大変だ っ た と思 うの で 益川敏英

さん や九後汰
一

郎 さん に は深 く感謝 したい 。合併が 正 しい 判 断で あ っ たか は 、今で も分か

らない の で 、後世の 批判に 待 ちた い
。 しか しなが ら 、家庭の 事情で 合併寸前に東京に 行 っ

た こ とは 、まさに敵前逃亡で 今で も申し訳 な く思 っ て い る 。 思 い 出 した よ うに竹原で 開か

れ るセ ン チ メ ン タル 研究会 には可能 な限 り参加して い る 。

5　 東工 大時代

　　東工 大 には
一

人で 量子重力を本格的に研究す る つ もりで 来た 。 しばら く論文を書けな

い か もしれ ない の で 、 あま り学生 を巻 き込 まない で 教育者 として 過ご そ う、 と殊勝に考え

て い た 。 前か ら気に な っ て い た 熱力学 も
一

年生の授 業を率先 して 引 き受けた 。 か な りの 準

備をして か か っ た の だが 、 学生 の 反応は良 くな く失敗だ っ た 。 結局 、勉強に な っ たの は 教

えた私 だけだ っ た らしい 。
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　　しか し 、 優秀な院生諸君が い た の で 方針を転換して
、 まず一

般相対論の ハ ード コ ア を

一
緒 に 勉強する こ とに した 。 Hawking −Ellisの 教科書 ［11］は 、 普通の 意味の 教科書で は な

く、 古典相対論 の 金字塔で ある特異点定理 の 証明の 目的 として い る 。 数学の 得意な学生の

おか げ で 、 次第 に理 解で きる よ うに な っ た 。 も う
一

つ
、 院生 諸 君の イニ シ ア チブ で サ ース

トン の 幾何学化予想の 講義 ノ ー トを勉強 し始め た 。 後 に 、ペ ーレ ル マ ン が 証明す る有名な

予想で あ る 。 その 中で 、 3 次元 の 双曲幾何 学の 勉強 を して い る うちに 、 トン ネル 効果に よ

る宇宙の トポ ロ ジ ー変化 つ い て
一

連 の 面 白い 論文が書けた 。 こ れは 、 国際会議 など で かな

り話題 に な っ た 。
こ の 仕事をす るにあた っ て 、 3次元 トポ ロ ジ ー

の 小 島定吉 さん には 学生

と もど も大変お 世話に な っ た 。

　　 こ の 頃に なる と、数学者 との 付 き合 い 方が少 し分か っ て 来 た 。 彼 らは 概ね脇が 固 く、

い い 加減 な こ とを言わ ない よ うに心が けて い る 。 言い 換 え る と波長域が 狭 い の で 、こ ちら

の 方か ら波長 を合わせ る必要が あ る 。 しか し、い っ たん壷 には まる と数学の 集中力 と概念

を一
般化す る力 に は舌を巻 く。 黒川重 信 さん は例外で 波長域 も広 く 、 質問に は 間髪 入れず

答えて くれ て 、しか も立 っ た ままペ ン を走らせ て レ ジ ュ メ を紙に書い て 下 さる 。 冗談 を 3

分お きに 言える 能力 とともに ビ ッ ク リする こ とが 多か っ た 。

　　卒業研究なる もの は東工 大 に 来て は じめ て 出 くわ した 。 古典の 重要な文献ある い は最

新の もの な ど どん どん挑戦 して もら っ た 。 相対論だ と、特異点定理 、ブ ラ ッ クホ
ー

ル の 唯

一
性定理 な ど。 量 子情報だ と EPR の 原論文、ベ ル の 不等式の 破れ 、

マ クス ウ ェ ル の 悪魔

に つ い て の シ ラ
ー ドエ ン ジン な ど 。 学生 が優秀 だ っ たの で 、 私 に は とて も勉強に な っ た 。

　　 学生 の 興味は 量子重力 とい うよ りは古典重力理論 と トポ ロ ジ ー
の 方 に移 っ て 行 っ た よ

うに思 う。 私 自身は 、量子重力の 数学的研 究に限界を感じて い た 。 い くら宇宙の 波動関数

を計算して も 、 観測 とは全 然繋が らな い
。 Hawking の 論文 も物理 的解釈問題 あ た りに く

る と怪 しげに な っ て い た 。 そ もそ も量子力学その もの を考 え 直さなけれ ば い けな い と強 く

思 うに至 っ た 。 しば ら く、特異点の 量子 的解消 を試み た研 究や ブ ラ ッ クホ ール の 蒸発 な ど

とい う空想 的 な研 究で遊 んで い たが 、 事態は意外な方に 展 開した 。

　　以 下は 、数理科学か ら出版 した 「量子計算機入門」 19］の 後書 きか ら抜粋 した もの で

あ る 。

　　 1985 年 の 日立 主 催の ISQM （量子力学 の 基本原理 と最先端技術 に 関す る国際会

議 ）に 出席 した の が 量子計算に興味 を持 っ た き っ か けだ っ た 。 藤川 さん の 紹介 もあ っ て

か 、 主催者が なぜ か ブ ラ ッ クホ ール に 興味 を持 っ て くれて 、 物性物理学者や 工 学畑の 人が

唖 然とす る前で ブ ラ ッ ク ホー
ル の 蒸発の 話 をした 。 わ た しの 方か らすれば 、彼らの 話は ほ

とん ど ちん ぷ ん か ん ぷ ん だ っ た 。 た だ
一

つ ス タン フ ォ
ー ド大 の 大学院 生の 量子計算機 に 関

す る講演を聞い て 衝撃 を受けた 。 20 世紀の 押 し詰 ま っ た こ ん な時に 科学上 の ブ レ イ ク ス

ル
ーが あ る とは全 く期待 して い なか っ た の で 、 デ ィ ラ ッ クの 量子力学 をは じめ て 読ん だ学

生時代 に戻 っ た気が した 。 量子計算を用 い た 因数分解の シ ョ ア に よる論文は 普段お 目に か

か らな い IEEE に あ り、 わ た しに は こ の
一

群 の 雑誌の 分類の 仕方が 全 く理解で きな くシ ョ

ア の 論文 を見 つ け られ なか っ た の で 、情報科学科 に い た 息子 に頼 ん で コ ピ ーを取 っ て貰 っ
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た 。それ か ら、毎 日の 電車の 中で 解読にか か っ た 。 な に し ろ計算機科学に つ い て は ま っ た

くの 素人な の で 大変だ っ た 。 基礎 的な こ とは息子に 教わ り、計算 量の 理論に つ い て は本学

に 当時 い らして 現在創価大学に 在籍 され て い る小林考次郎教授 に教わ り、まるで 蘭学事始

め で あ っ た。 とは い え 、 もとの 論文の 出来 自体が 超 一流 （昨年シ ョ ア は こ の 論文で応用数

学の ネバ ーリ ン ダ賞を受賞した 。 ）な の で しだ い に 雲が 晴れ るが ご と く解 っ た気が して き

た 。 五 線譜の よ うな紙を用意 し、電車の 中で
、 量子回路を考案して い る時には

、 詰め 将棋

を解い て い る幼少の こ ろ の 感じが 蘇 っ て 来た 。

　　
一

方 、 東京地方で 量子計算の 勉強会が 電通大の 西 野哲郎先生 の と こ ろで 始 まり、東工

大の グル ープ も参画 した 。 ち ょ うどそ の こ ろ物理 学会の 会誌編集委員長 に な り、
こ れ が理

事 を兼ね て い たの で 面倒 なこ とに な っ た 。 理事会が 開かれ る の が 月の 終わ りの 土曜 日で 、

上記の 量子計算研究会 と概 ね重なる の で あ る 。 会長の 佐藤文隆先生 に頭を下げて 理事会の

方は欠席 させ て 頂い た 。

　　 また 、未来工 学社 とい う JST の 外郭会社 の よ うなと こ ろか ら 日本の 量子情報研 究の

あ り方 に つ い て提言を依頼され て 困 っ た 。 仕方が ない の で 、竹内さん 、 北川 さん をは じめ

とする量子情報研究会の メ ン バ ーと メ
ー

ル で 相談 しなが ら 、 とい うか 殆ど言 い な りにな っ

て提 言を した 。 個人をベ ー
ス に なるべ く寛大に研 究を立 ち上げ る 資金 を提供 し、その 中で

成果の 上が り始め た と こ ろ に よ り集中して 資金 を投下 する 。 すで に 活動 を始め た と こ ろ

には 国際会議の 運営 、 若手育成など役割 を分担 しなが ら全員野球 をする こ と を提言 した 。

気づ い て み る と 、 それ らが 、 JST の さ きが け CREST 　ERATO の シ ス テ ム に 旨く嵌る提言

だ っ た よ うだ 。

　　 す っ か り忘れ て い た 頃 、JST か らさきが けの 総括 を依頼 され て び っ くりし 、 ひ た す

ら辞退 したが 、 研究者の 年齢
一
覧を見せ られ て 観念 した 。 ほ とん ど 30 代か 40 前半で 、

こ の 人た ちは研 究に 専念 した い だ ろ うな 、 と思わ ざる を得 なか っ た 。 結局彼 らに ア ドバ イ

ザ ーに な っ て 頂 き、何 とか 役目を果 たす こ とが 出来た 。 しか し、生 まれて は じめ て 応用研

究 と も関わ る よ うに な り、 科学に対す る見 方が 広 くな っ た と思 う。

　　役 に 立 つ こ と と、その もの の 本質は 無関係 で ない と言 っ た ハ イデ ッ ガ ー
の 言 っ た こ

と ［10］は これ なの か と思 い 当た っ た 。 ドア の ノブ の 本質を問 う前に 、まず廻 して み る の

が 正 しい
。 特に 量子力学は 、対象 をただ観察 して い るだけで は エ ン タン グル メ ン トな ど奇

妙な性質は 見 えて こ な く、 操 っ て み て 見えて くる
。 考えて み る と

、 対象を操るこ とは 工 学

その もの で ある 。 科学が技術 の 基礎で あ る と言 う、 建造物的描像は 人間の 創造性の 本質を

表面的に しか 捉えて い な い
、 と思 い 知る に至 っ た 。 そ の 意味で 、 さ きが け 「量子 と情報」

の 総括 を させ て頂 けた こ と に感謝 して い る 。

　　また 、 その 5年間で多 くの 知己 を得て 学ぶ とこ ろが 多か っ た 。 特に小澤正直さん か ら

は 、ハ イゼ ン ベ ル グ の 不確定性関係 の 改訂に つ い て の 素晴 ら しい お仕事に感銘 を受けたば

か りで な く、 量 子力学 を徹底的に考え る とい う意味で 大 きな影響 を受けた 。 さ きが けの 総

括を して い る 中で 、 35 年間連れ 添 っ た女房が 2 年 4 ヶ 月の 闘病生 活の 後に亡 くな っ た 。

医療 と最先端科学の 問の 大 きなギ ャ ッ プ に 呻かざ る を得なか っ た 。
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戦後 に 生 まれ 、物理 を志 して

　　宇宙の 始 ま りとか 量子力学 の 理解 など とい う、非 日常的 な こ とばか り考えて い る と堪

えられ な くな り、時には 日常的な科学に も強 く惹か れ る 。 ナ マ コ の 研究者で ある本川達雄

さん に は 、 ナ マ コ
、 ウ ニ 、 ヒ トデ などの 省 エ ネ動物 た ちの 体が 筋 肉な しで 如何 に 保持 さ

れ て い るか 。 海ユ リが 深夜水槽の 底 を歩 くこ とな どお 聞 きし 、感心 して し まっ た 。 私が 、

水彩で 花の 絵 を描い て い て 、野 生 の 花は 温室の 花に 比 べ て ひげや 突起 など構 造が 多 い の

に 気づ い て
、 そ の 理 由を質問 した とこ ろ 、虫 との 相互 作用で ある と教 えて くだ さ り納得 し

た 。 また 、 地球科学に 対 して は愚か な偏見が あ っ て 、東工 大 に着任 した当時悶着を引 き起

こ したが 、付 き合 っ て み る と井 田茂 さん の 月の 起源や 丸山茂徳さん の プ リュ
ーム テ ク トニ

クス な ど 、大胆 な仮説 を立て て それ を実証す る パ ワ
ー と情熱 に は敬服する に 至 っ た 。 物理

の 研究の 場合 は 、 あ る程度 の 路線 の 延 長線で 努力す る の だが 、地 球科学には 冒険の 要素が

ある 。 しか し 、 例外 もあ っ た 。 田 口善弘 さん に教 えて 頂い た 「粉体の 物理 」に は 心底感動

し、 しば ら く砂時計 の メカ ニ ズ ム の 論文 を読ん だ りした 。 古典物理 なの に 研 究の 発展が

割 と最 近 なの に驚い た 。 こ うい う、寺 田寅彦流の 眺め る 物理が 新鮮だ っ た 。 また 、 電車 の

中で 「水飲 む ア ヒ ル 」の 玩具が 、 カル ノ ーサ イクル に な っ て い るか とい う私 の 質問に丁寧

に 、しか し否定的に 答え て 下 さ っ た 。

　　 東京 に 来て か ら 、「数理 科学」編集者が よ く研 究室 を訪れ て 来て 、 記事の 執筆 を依頼

され た 。 その うち 、企 画 など の 相談 も受 けた 。 執筆者が 本音 を書 き、分野 縦断的なフ ォ
ー

ラ ム を提供す るユ ニ ー
ク な メデ ィ ア で 、

い わ ゆ る学術 雑誌の 欠点 を補 っ て い る 。 読 者 も多

く、影響力 もある よ うだ 。 量子力学の 基本問題 や 、 シ ュ レ ー
デ ィ ン ガ ー

特集など 私 自身学

ぶ 事が 多か っ た
。 編集担当で 記事を依頼 して 、それ を読ん で 知る 事 もあ りうれ しか っ た 。

例 えば 、 光電効果が 必ずし も光の 粒子性を意味しない 事を平野 さんか ら教わっ た 。 頼まれ

た記事を書 く中で 、情報 と物理 の 関係が 、本 質的だ と思 い
、 その ヒ ン トが 熱力学 に ある と

い う考えに納得する よ うに な っ た 。 昔、阪 大時代 に聞 い た渡邉慧 さんの 講演 を思 い 出し 、

著作 を読み 直 し もした 。 その 目で バ イア ス をか けて 、 久保先生 の 「ゴ ム 弾性 」復刻版を読

ん で み る と エ ン トロ ピー
カ も情報的に見 る こ とが 出来 そうに 思えて 嬉 し くな っ た 。

　　 歳を取 る と とか く
一

般講演 を依頼 され る 。 お茶大で 量 子力学の 話 し をした と きに 、子

供の と きに 読ん だ朝永振
一

郎著の 「光子 の 裁判 」を改題 して 「光 了の 裁判
一

再審」 と銘

打 っ て 、ヤ ン グ の 2 重 ス リ ッ トの 実験で 光子 の 途 中の 経路が 見 えるか 論 じた 。 聴衆 に 日大

の 島田
一

平 さんが い て 、 その 後 、 渡邉美帆子 さん に よる劇化に招待され た 。 「光子の 裁判」

が 劇に な りうる と思 っ て い なか っ たの で 感動 し 、 東工大で も上 演 して 欲 し い と 、 その 場で

頼ん だ 。 その と きに は 、私が 好 き放題や っ て い る講義 「物理 と論理 」の 補助教材の つ もり

だ っ たが 、理 学部長の 岡真さん に電車の 中で お 話 しした とこ ろ 「理 学部主催で や りま し ょ

う」と仰 っ た 。 数 日後 、「東工 大 130 周年記念事業の
一一lkで 」と話 しが 膨れ ヒが っ た 。 渡

邉 さん の シ ナ リオは さらに 洗練 され た もの に な り大成功で あ っ た 。 「物理 と論理」は もと

もと総合科日とい う文系と理 系の 融合型の 講義で あ っ た 。 論理 学者の 藁谷先生 が 「もの と

こ とは 区別が つ かな い 」こ との 証明 をし、私が 量子力学や 熱力学の 話 しを好 き放題 にや っ

た 。 その 中で 、
マ ッ クス ウ ェ ル の 悪魔の 話題 を取 り上げ た とこ ろ 、 学生側か らの 質問 も多

一 203一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Bussei Kenkyu

NII-Electronic Library Service

Bussel 　 Kenkyu

細谷 暁夫

く手応えを感 じた 。 量子力学の 基本原理 の とこ ろ も人気が あ っ た 。 物理だ けで は な く、電

気 、機械 、情報 など の 学生が 来て い て 最後 の 方で は満席で あ っ た 。

　　量子 情報理論は 講義、ある い は 講 演 をする と、素粒子論の 人 た ちに は なか なか浸透 し

ない
。 量子情報科学 を量 子計算など の 応用技術 と考 えて い た り、その 反対に 思弁的な観測

の 理論 と思い 込ん で い た りす る の は 論外 と して も、認識 ある い は 測定の 科学 とい う見方が

ど うして も出来ない 人が 多い よ うだ 。
こ の こ とは

、 量子情報理論の 基本 的な ラ グ ラ ン ジ ャ

ン を書 い て 欲 し い
、 と い う学生 の 要求か ら も見て 取れ る 。 しか し 、 実験的検証が 加速的に

進む
一
方 、 量子空 間に対する理解が 一段と進み 、 量子力学の 教科書が 書 き変わる 日も近い

と思 っ て い る私 に は もどか し い
。

　　多 くの 学生 を指導 した が 、おお むね勝手 にや っ て もらっ た 。 特 に理念が あ っ た わけで

は ない
。 ただ 、脳の 仕組み に 付い て 、 とあ るプ ラ イベ ー トな理論 を信 じて い る 。 脳 の シ ナ

プ ス は思考過程で 、 次第 に つ な ぎ方を変え て 行 く。 その つ なぎ変え の 過程で 他人の 考え を

安易に受 け入れ る と、つ なぎ具合が 整合的で な くなる 。 そ の 繋が りの 歴 史が 、そ の 人の ア

イデ ン テ ィ テ ィ
ー

で ある以上 、 教師が 自分の 考 えを教 え込 むの は 良 くない と思 っ て い る 。

そ の 人の 持 っ て 生 まれ た もの をその まま伸ば し 、阻害要素 を除去す る 消極的な役割で よ

い
、 と思 っ て い る 。 阪大の 杉本先生 の 言葉 「教師は学生 を伸ばす こ とはで きな い が 潰す こ

とはで きる危険 な存在 だ」は 至 言 と思 う。

6 　 お しま い に

　　 こ う書 い て くる と 、や りた い 放題や っ て きた 能天気な幸せ 者 と思わ れ るか もしれ な

い
。 全 くの 僥倖で 職を得た もの が 、学生の 迷惑 も考えず好 きなこ とをして 来たの だ か ら、

その 通 りだ 。 しか し 、 ど うだ ろ う。 定職を得 た研究者が 胸の 高ま りも無 く、 ただ論文の 数

を増や し、科学研究費を獲得して 行 くこ との 方が い い の だ ろ うか ？　 冒険者の 大部分は失

敗 し 、
ご く少数の もの が 新しい コ ン セ プ トを切 り開 くの で はな い だ ろ うか ？　 私に は 失敗

を覚悟で 冒険す る こ とが 、 僥倖 に よ っ て 定職を得 た科学者の 道徳的義務 と さえ思 う。

付記

　　 「歴史は過去の 事実の 羅列で は な く、 現在の 視点で 過去 を整理 した もの で あ る」 とは

E ．H ．カー
の 著作 「歴史とは何か」 ［12］に ある通 りで あ る 。 もともと歴史は好 きだ っ たが 、

大学生 の 時に 、カ ー
の 本を読ん で 納得 した 。 こ こ に 書い た 「自分 史」 も同様で 、「物性研

究」の 編集委員の 早川 さんか ら依頼され た機会を捉えて 、 私の これ か らの 生 き方を考える

た め に過去を整理 した に過 ぎない
。
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